
ＳＥＳ（等価構造計算書）

ＴＵＢＥフレームの場合

http://www.sae.org/


ＳＥＳガイダンス：初めに

初めに、ココの注意事項を理解すること

・入力項目はピンク色のセル
・太枠のセルは、ドロップダウンから選択
・入力項目は「ＥＱ」になっていること



Ｃｏｖｅｒ

基本条項を入力する

「Japan」と記入

他のシートにも必要事項を入力し、
「BRANK」が無いようにすること。

単位は「mm」を選択し、
添付する図面の記載と合わせること

「Other Equivalence」を選択したチームは
別資料：「2021_SESガイダンス_モノコック」
を参照して、ＳＥＳを作成すること。



Anti-Intrusion and Front Bulkhead

・FBHとAIPの各サイズ
・FBHとAIPの締結方法

Boltedの場合は、ボルト本数、ボルト間の距離
Weldedの場合は、溶接長、溶接間の距離

・AIPの板厚、材質

これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正
しいことを確認できる図面を添付すること。

Bolted、Offset Tabを選択した場合は、
これらセルにも数値を入力すること

Standard IAで、Diagonalを要する場合
は、これらセルにも数値を入力すること



Front Hoop (FH)

・FHとステアリング間の距離
・FH頂点とステアリング上端の距離
・FHの角度

これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正
しいことを確認できる図面を添付すること。

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
図面を添付すること



間違いが多い。
以下の中から、自チームの構造に適するパターン
（A,B,C）を選択すること。

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
図面を添付すること

Front Bulkhead Supports (FBHS) and Front Hoop Braces (FHB)



・コックピットの最も低い点とUpper SISの最も低い点の距離
・コックピットの最も低い点とUpper SISの最も高い点の距離

これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正しいこ
とを確認できる図面を添付すること。

Side Impact Structure (SIS)

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
図面を添付すること



・MHの角度
・MH下端の端部間距離
・曲げR（曲げた箇所はすべて）
・SHをBend Tubeにした場合は、側面から見たBraceの角度
これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正しいこ
とを確認できる図面を添付すること。（以下、一例）

Main Hoop (MH) and Shoulder Harness Bar (SH)



・MHとMHB間の角度
・MH頂点とMHB接続点の距離
これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正しいこ
とを確認できる図面を添付すること。

Main Hoop Braces (MHB) and Main Hoop Brace Supports (MHBS)

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
図面を添付すること



・MH頂点とFH頂点を結んだ線とヘルメットとのクリアランス
・MH頂点とMHBの包絡線に対するヘルメット後方のクリアランス
・ヘッドレストはMH頂点とMHBの包絡線内に入っていること
これらを適切に明記し、以下の各セルに入力した数値が正しいこと
を確認できる図面を添付すること

Helmet Clearance, Head Restraint, and Rear Wing Mounting

Rear Wingのマウント方法を適切に選択すること。

Mounted on MHB with Braceを選択した場合は、
ここにも数値を記入すること。



Front & Rear 3/4 3D CAD 

以下3枚の図を添付すること。
・前方からのアイソメ図
・後方からのアイソメ図
・側面図

パイプ外径、肉厚、RoundかSquare、これらが分
かるような凡例を添える。

パイプは色分けして表現し、凡例との整合を取ること

燃料タンク（もしくはアキュムレータコンテナ）を
図示すること。



Bent Tubes

フレームの曲がりパイプに対して、「曲げパイプがなす面とブレースの角度が30度以
下であること」を証明すること。
対象となる箇所、すべての図を添付しなければならない。

30度以下を証明する一例



GR.1.4 - Good Engineering Practice

フレームの開口部が大きい場合は、インパクターチェックを行うこと（証明のこと）

直径254㎜のインパクターが通過しないこと



フレーム構成例

下記例（ＦＢＨＳ・ＳＩＳ・ＭＨＢＳ・ＳＨ）を参考にフレーム構成を検討のこと



Impact Attenuator

CustomＩＡ：
インパクトアッテネータ試験前の写真をココに貼り付け
る。
写真には、下記に記入した寸法を証明できていること
特に、F.8.7.5が満足されていることが証明されている
こと。
・ＡＩＰから後方50㎜が再現されていること

標準ＩＡ：
標準ＩＡにおいてもの場合も写真を張り付ける



Crushed Attenuator

インパクトアッテネータ試験後の写真をココに貼り付ける。
写真には、下記に記入した寸法を証明していること
スペースが不足する場合は、下の空きスペースを利用すること

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
写真を添付すること



Attenuator Test

試験時のデータをグラフ化すること
ピークＧ／平均Ｇを求めた根拠（計算式）を示すこと

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
根拠を添付すること

1㎜ごとに記入することを推奨する。
平均荷重と吸収エネルギをどのよう
に求めたか？分かる計算式示すこと
を推奨する。

最大変位量までデータを示す。



Energy Calculation

吸収エネルギをグラフ化すること
吸収エネルギを求めた根拠（計算式）を示すこと

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
根拠を添付すること



Front Wing Calculation

Ｆ-Ｗｉｎｇの諸元が分かる図（ＣＡＤ）を示す

計算で求める場合は以下の要件を満たすこと
・F･Wingがどのように破壊されるのか？その形態を説明する。

・破壊される部分の強度計算過程&結果をしめす。
（どのようにして結果を導いたのかを示す）

これらに記入した数値が正しいことを確認できる
根拠を添付すること



Adhesive Shear Calculation

計算で求める場合は以下の要件を満たすこと
・ボルト1本のせん断応力 ⇒ ボルトのトータルせん断力
※どのように求めたのか？根拠を明確に示すこと

・接着剤のせん断応力 ⇒ 接着剤のトータルせん断力
※どのように求めたのか？根拠を明確に示すこと
・使用した接着剤の銘柄
・接着剤のせん断応力の根拠が明確（仕様書などで証明）

※それぞれの計算過程を明確に示すこと


